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（１） 第９８号光 明  寺  だ よ り （のざわてら）

真
言
宗
の
教
え （
№
13
）

　
十
三
の
仏
が
あ
な
た
の

　
　
大
切
な
人
を
守
り
導
く

　
　
　
　
　
　
　
法 

事

　

葬
儀
と
は
、故
人
が
仏
に
な

る
た
め
の「
種
」を
い
た
だ
く
儀

式
で
す
。そ
の
後
、初
七
日
か
ら

三
十
三
回
忌
ま
で
の
法
事
を
営

み
、参
列
者
が
供
養
と
い
う
名
の

「
栄
養
」を
注
ぐ
こ
と
で
、そ
の

種
が
育
ち
、や
が
て
悟
り
の
花
が

開
か
れ
ま
す
。成
仏（
仏
に
成

る
）ま
で
の
道
の
り
に
は
、回
忌

法
要
ご
と
に
知
恵
を
授
け
て
く

だ
さ
る
仏
さ
ま
た
ち
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す（
図
参
照
）。法
事

は
、故
人
を
偲
び
供
養
す
る
場

で
あ
る
と
同
時
に
、生
前
の
ご
縁

に
感
謝
す
る
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。故
人
が
遺
し
て
く
れ
た
多

く
の
ご
縁
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、今

の
私
た
ち
が
あ
り
ま
す
。生
前

に
は
、良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か

し
今
、故
人
は「
仏
の
こ
こ
ろ
」と

な
り
、残
さ
れ
た
私
た
ち
の
幸
せ

を
願
っ
て
い
ま
す
。法
事
は
、私

た
ち
が「
お
か
げ
さ
ま
」の
心
や

感
謝
の
心
を
学
ぶ
大
切
な
機
会

で
す
。人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
が
ち
な
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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第９８号 （２）光 明  寺  だ  よ  り  （のざわてら）

　　　

上記決算書を監査したところ、諸帳簿、決算書
証ひょう書類等符合し違算ないことを証します。   
　　　　　　　　　　　　　  令和8年6月15日

会 計 監 査　　　川久保　敏男  ㊞



（３） 第９８号光 明  寺  だ  よ  り  （のざわてら）

令和七年度光明寺護持会収支報告書

上記の通りご報告致します。　令和8年5月31日
護持会会長　　　藤村　眞琴  ㊞
会　　　計　　　中山　利久  ㊞
会　　　計　　　藤村　真行  ㊞

2025/04/01 から 2026/03/31

※現金にて出納しました。  
※右記残金相違なく保管しております。　　61,399円  
※確認書類（出納簿　領収書綴り）。

科 目

繰 越 金

会 費

宗 派 課 金

保 険 料

分 担 金

特別会計へ

慶 弔 費

通信印刷費

諸 会 費

教 化 費

営 繕 費

計

収 入

427,801

4,425,000

4,852,801

支 出

662,600

671,768

106,510

1,000,000

869,841

174,500

201,850

1,104,333

4,791,402

単位　円

残金61,399円は次年度に繰り越します。

上記決算書を監査したところ、諸帳簿、決算書
証ひょう書類等符合し違算ないことを証します。   
　　　　　　　　　　　　　  令和8年6月15日

会 計 監 査　　　川久保　敏男  ㊞



第９８号 （４）光 明  寺  だ よ り （のざわてら）

https://www.nozawatera.com/

八
月
五
日
（
水
）
午
　
前

　
十
時
　
　
　  

密
厳
流
遍
照
講
師
範
に
よ
る
御
詠
歌

　
十
時
二
十
分  

総
本
山
特
派
布
教
師
に
よ
る
法
話

　
十
一
時
　
　  
施
餓
鬼
法
要

　
十
二
時
　
　  
塔
婆
授
与

十
一
月
八
日
（
日
）
午 

前

  

十
時
か
ら
余
興

  

十
一
時
か
ら
大
般
若
法
要

  

十
二
時
お
札
授
与

◎
住
所
・
電
話
番
号
等
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら

　
　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

◎
境
内
墓
地
・
上
横
倉
霊
園
使
用
の
方
へ

　
※
墓
地
管
理
費
は
、
共
有
部
分
の
清
掃
管
理
、

　
　
供
花
・
塔
婆
等
の
処
理
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
※
各
墓
地
内
の
除
草
は
、
各
個
人
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
古
塔
婆
置
場
は
境
内
墓
地
の
北
西
の
角
に
あ
り
ま
す
。

◎
墓
地
の
継
承
、
永
代
供
養
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、

　
ご
相
談
下
さ
い
。

※
施
餓
鬼
塔
婆
は
、
お
盆
中
は
仏
壇
（
盆
棚
）
に
安
置
し
て
い
た
だ
き

　
送
り
盆
に
お
墓
（
供
養
塔
）
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

・
お
札
は
十
一
月
八
日
午
後
か
ら
十
二
月
末
日
ま
で
に
取

　
り
に
来
て
下
さ
い
。

・
な
お
、
大
般
若
の
お
申
込
み
は
、
例
年
同
様
七
月
中
に

　
送
付
す
る
振
り
込
み
用
紙
に
、
大
般
若
希
望
の
有
無
を

　
記
入
し
て
頂
き
、
護
持
会
費
と
一
緒
に
送
金
し
て
下
さ

　
い
。

【
連
絡
先
】
〇
二
八
―
六
六
五
―
〇
五
四
五
（
光
明
寺
）

・
遠
方
の
方
は
秋
の
彼
岸
ま
で
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
。

・
取
り
に
来
る
の
が
む
ず
か
し
い
方

　
境
内
の
供
養
塔
に
お
供
え
い
た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
今
年
初
盆
を
迎
え
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

初
盆
は
、
希
望
す
る
方
の
み
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
― 

希
望
す
る
方 

―
　
七
月
中
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
お
施
餓
鬼
塔
婆
の
授
与
に
つ
い
て
】

　 

八
月
五
日

　
　
十
二
時  

〜  

十
八
時
ま
で

　 

八
月
六
日
〜
お
盆
ま
で

　
　
六
時
三
十
分 

〜 

十
八
時
ま
で




